
化
学
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

　
化
学
繊
維
や
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
な
ど
世
の
中
の
あ
ら
ゆ
る
製
品
の
原
料
を
供
給
し
て
い

る
日
本
の
化
学
業
界
。
世
界
に
誇
る
先
端
技
術
を
駆
使
し
た
新
素
材
の
開
発
で
自
動
車

や
電
子
機
器
の
性
能
向
上
に
寄
与
し
、
国
内
製
造
業
の
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
創
造
を
支
え

て
き
た
。
た
だ
、
新
興
国
で
相
次
ぎ
汎
用
化
学
品
の
生
産
増
強
が
続
く
中
、
国
際
競
争

に
打
ち
勝
つ
戦
略
と
し
て
各
社
が
重
視
す
る
の
が
、
地
球
環
境
へ
の
貢
献
に
つ
な
が
る

新
素
材
の
開
発
だ
。
早
期
実
用
化
に
向
け
異
業
種
と
の
連
携
が
活
発
化
し
て
い
る
。

異
業
種
連
携
で
早
期
実
用
化

水
銀
代
替
、
殺
菌
Ｌ
Ｅ
Ｄ
拡
販

２
色
表
示
の
有
機
Ｅ
Ｌ
照
明

殺
菌
効
果
の
あ
る
紫
外
光
Ｌ
Ｅ
Ｄ

旭
化
成

住友化学が東京本社で展示を始める光オブジェ「ＯＬＥＤコスモス」

三菱化学と大成建設が壁面に有機薄膜電池を設置したＺＥＢ実証棟
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住
友
化
学
が

年
に
一
般

照
明
向
け
の
用
途
展
開
を
目

指
し
て
い
る
の
が
高
分
子
有

機
Ｅ
Ｌ
照
明
だ
。
発
光
材
料

が
高
分
子
の
た
め
、
イ
ン
ク

化
し
て
ガ
ラ
ス
や
フ
ィ
ル
ム

に
印
刷
可
能
。
ど
の
よ
う
な

発
光
色
で
も
１
回
の
塗
布

印
刷

で
作
成
で
き
る
た

め
、
低
分
子
型
に
比
べ
て
低

コ
ス
ト
化
や
大
型
化
が
容
易

と
な
る
。

　
現
状
の
基
板
は
ガ
ラ
ス
が

中
心
だ
が
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

フ
ィ
ル
ム
な
ど
に
塗
布
す
れ

ば
割
れ
ず
に
軽
く
、
折
り
曲

げ
可
能
な
照
明
が
可
能
な
た

め
、
照
明
の
自
由
度
が
高
ま

る
。

　
１
枚
の
パ
ネ
ル
で
２
色
の

表
示
が
可
能
な
「
デ
ュ
ア
ル

カ
ラ
ー
Ｏ
Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明
パ
ネ

ル
」
の
量
産
技
術
を
確
立
し

て
お
り
、
大
江
工
場

愛
媛

県
新
居
浜
市

に
生
産
ラ
イ

ン
を
設
置
。
ま
だ
小
規
模
生

産
だ
が
、
用
途
開
拓
を
進

め
、

年
度
を
め
ど
に
生
産

増
強
に
向
け
た
設
備
投
資
を

見
込
む
。

　
今
後
の
課
題
は
用
途
開
拓

だ
。

月
か
ら
は
東
京
本
社

東
京
都
中
央
区

で
、
約

角
の
有
機
Ｅ
Ｌ
照
明

パ
ネ
ル
を
１
５
０
枚
用
い
て

宇
宙
空
間
を
表
現
し
た
光
オ

ブ
ジ
ェ
「
Ｏ
Ｌ
Ｅ
Ｄ
コ
ス
モ

ス
」
を
一
般
公
開
す
る
。
社

内
外
に
公
開
す
る
こ
と
で
有

機
Ｅ
Ｌ
照
明
パ
ネ
ル
の
美
し

さ
や
将
来
の
可
能
性
を
実
感

し
て
も
ら
い
、
照
明
と
し
て

の
実
用
化
に
つ
な
げ
る
。

　
三
菱
化
学
は
パ
イ
オ
ニ
ア

と
共
同
で
、
発
光
層
塗
布
型

有
機
Ｅ
Ｌ
照
明
モ
ジ
ュ
ー
ル

の
量
産
出
荷
を
始
め
た
。
原

料
を
溶
か
し
込
ん
だ
溶
液
を

基
板
に
塗
布
し
て
発
光
層
を

成
膜
す
る
独
自
手
法
を
採

用
。

　
真
空
装
置
内
で
蒸
発
さ
せ

た
原
料
を
基
板
上
に
堆
積
さ

せ
る
蒸
着
成
膜
法
に
比
べ
て

生
産
コ
ス
ト
を
最
大

分
の

１
に
抑
え
た
。
店
舗
照
明
や

医
療
照
明
器
具
向
け
と
し

て
、

年
度
に
売
上
高

億

円
を
見
込
む
。

　
三
菱
化
学
は
有
機
Ｅ
Ｌ
照

明
の
ほ
か
、
有
機
薄
膜
太
陽

電
池
を
次
世
代
の
成
長
を
担

う
創
造
事
業
に
位
置
づ
け
て

い
る
。
す
で
に
事
業
化
に
向

け
、
大
手
ゼ
ネ
コ
ン
と
共
同

で
オ
フ
ィ
ス
ビ
ル
の
窓
を
使

っ
た
太
陽
光
発
電
の
実
証
試

験
に
乗
り
出
し
た
。

　
有
機
薄
膜
太
陽
電
池
は
、

有
機
半
導
体
材
料
を
樹
脂
フ

ィ
ル
ム
に
塗
布
し
て
生
産
す

る
。
厚
さ
が
１

以
下
と

薄
く
て
軽
い
の
が
特
徴
。
折

り
曲
げ
も
可
能
な
た
め
、
現

在
主
流
の
結
晶
シ
リ
コ
ン
型

太
陽
電
池
パ
ネ
ル
が
設
置
で

き
な
い
ビ
ル
の
窓
や
壁
を
使

っ
た
発
電
が
可
能
に
な
る
。

　
す
で
に
大
成
建
設
と
オ
フ

ィ
ス
ビ
ル
の
外
壁
で
太
陽
光

発
電
が
で
き
る
有
機
薄
膜
太

陽
電
池
外
壁
ユ
ニ
ッ
ト
を
開

発
。
大
成
建
設
の
技
術
セ
ン

タ
ー

横
浜
市
戸
塚
区

に

建
設
中
の
実
証
棟
で
５
月
か

ら
実
証
試
験
を
始
め
た
。
竹

中
工
務
店
と
も
室
内
に
差
し

込
む
日
射
を
調
整
す
る
羽
板

の
受
光
面
に
有
機
薄
膜
太
陽

電
池
を
取
り
付
け
た
ル
ー
バ

ー
の
実
証
実
験
を
始
め
て
い

る
。

　
光
を
電
気
に
変
え
る
エ
ネ

ル
ギ
ー
変
換
効
率
は
約
５
％

と
結
晶
シ
リ
コ
ン
型
に
比
べ

て
低
い
が
、
事
業
化
ま
で
に

変
換
効
率
を

％
超
に
ま
で

引
き
上
げ
る
ほ
か
、
生
産
コ

ス
ト
の
削
減
も
進
め
る
。

　
積
水
化
学
工
業
は
産
業
技

術
総
合
研
究
所
と
共
同
で
常

温
プ
ロ
セ
ス
で
フ
ィ
ル
ム
型

の
色
素
増
感
太
陽
電
池
を
作

製
し
た
。
セ
ラ
ミ
ッ
ク
ス
材

料
の
常
温
高
速
コ
ー
テ
ィ
ン

グ
プ
ロ
セ
ス
方
法
を
用
い
、

従
来
の
高
温
焼
成
を
不
要
に

し
た
。

　
製
造
負
荷
の
低
減
の
ほ

か
、
耐
熱
性
の
低
い
フ
ィ
ル

ム
や
粘
着
テ
ー
プ
の
よ
う
な

材
料
へ
の
成
膜
が
期
待
で
き

る
。
エ
ネ
ル
ギ
ー
変
換
効
率

は
有
機
フ
ィ
ル
ム
状
の
色
素

増
感
太
陽
電
池
と
し
て
は
世

界
最
高
水
準
の
８
％
。

　
今
後
、
両
者
は
薄
膜
の
微

細
構
造
を
制
御
し
て
発
電
効

率
の
引
き
上
げ
、
生
産
コ
ス

ト
の
低
減
に
取
り
組
む
。
ま

た
積
水
化
学
は
窓
や
壁
と
い

っ
た
内
外
装
建
材
と
し
て
用

途
開
発
を
進
め
、

年
の
市

場
参
入
を
目
指
し
て
い
る
。

　
旭
化
成
が
２
０
１
４
年
度

中
の
事
業
化
を
予
定
す
る
の

が
、
殺
菌
効
果
の
あ
る
紫
外

光
Ｌ
Ｅ
Ｄ

発
光
ダ
イ
オ
ー

ド

。
富
士
支
社

静
岡
県

富
士
市

に
数
十
億
円
を
投

じ
て
初
期
量
産
に
対
応
で
き

る
設
備
を
導
入
し
、
今
年
度

中
に
も
出
荷
を
始
め
る
。

　
紫
外
光
を
発
す
る
ラ
ン
プ

の

年
の
世
界
市
場
規
模
は

約
２
億

約
２
０
０
億

円

。
空
気
や
水
の
殺
菌
に

使
う
殺
菌
ラ
ン
プ
の
光
源
と

し
て
従
来
は
水
銀
灯
を
用
い

て
い
た
が
、
米
国
が
水
俣
条

約
に
署
名
す
る
な
ど
水
銀
使

用
製
品
を
規
制
す
る
動
き
が

広
ま
っ
て
い
る
。
こ
の
た
め

水
銀
灯
に
代
わ
っ
て
環
境
負

荷
が
少
な
く
長
寿
命
・
小
型

化
で
き
る
紫
外
光
Ｌ
Ｅ
Ｄ
へ

の
置
き
換
え
が
進
む
見
通
し

だ
。

　
こ
の
た
め
、
旭
化
成
は

年
末
に
Ｌ
Ｅ
Ｄ
の
基
板
技
術

を
持
つ
米
ベ
ン
チ
ャ
ー
「
ク

リ
ス
タ
ル
　
ア
イ
エ
ス

Ｃ

Ｉ
Ｓ

」
を
買
収
。
通
常
、

紫
外
光
Ｌ
Ｅ
Ｄ
用
の
基
板
に

は
サ
フ
ァ
イ
ア
を
用
い
る

が
、
Ｃ
Ｉ
Ｓ
は
サ
フ
ァ
イ
ア

に
比
べ
て
寿
命
を

倍
超
に

す
る
窒
化
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
を

用
い
て
い
る
。

　
こ
う
し
た
差
別
化
技
術
を

生
か
し
て
、
ま
ず
は
研
究
機

関
な
ど
で
使
う
水
質
監
視
装

置
向
け
で
実
用
化
を
目
指

す
。
食
品
や
製
薬
、
エ
レ
ク

ト
ロ
ニ
ク
ス
部
品
の
生
産
に

欠
か
せ
な
い
純
水
の
生
成
向

け
な
ど
に
も
拡
販
し
、

年

度
に
売
上
高
３
０
０
億
円
を

見
込
む
。


